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純曰はハ7-t 3. ウの到来（ず、私たちに冬のおとずれを知らせるか
のようマ芍。
ハワ今ョつ乙いえば、公固の茫なこ｀ で見かけるものを思い浮かべ
る人が夕外"c 思いますが、こわばくちはしの付け根にこぶのある
コブi¥; 十ョウ了ヨー ロッ）翌‘‘古くから人間が飼い慣しに極題で‘
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げると2叫こもなるオオ）¥7 ナョウと、それよリぐ灼小型のコハワ
今ョウです。コハ7-r ョウば図のようにくちばしの黄色の部分が
オオJ¥'7 コウよ 'J も少ないのが特徴です。志にオオ）¥]ナョウ
に比べ欺も少fふく、オオ） ¥7- ケョウの召託こさじって、わ-, (ぎぷす。
I¥; 十ョウ(d,. 10 月下旬から11 月上旬こかけ、大きば群れで共渇
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追に飛来し＿その後本）廿にも渡ってきます、北海造の凪辺派、青森
訊望：弯、宮成県仔i翌約君絹麟rょこが1祠来把しして有もです。
畠山県にも数は勾くあリよせんが、オ尤 ‘、7-t ョウが毎年やって
きます。コハ7-t ョウの方は時々 やテてくな娃度て‘‘す，昨年の第一
陣はコ）¥ 7ナョウて-. 11 目
2 日に 6哨が組笈市の庄ll I 
で祠包佐めでい合ましに。
オオ、I ¥ 7今ョウが毎年定胆 オオ八ワがウコ）¥1--r ョウ コブハ7丑ウ
的に来て越冬する茫しして（す畠山市山本の田尻茫が知られてい呑
す。詔如妬年から毎年10 羽桂がさていよす。昨年は12 目3 日に5哨
がやってきて、その後9覗が加わりよし仁。詔知31 年から4G 年こか
けでは品山祖翠うの大衷せに｀夕9い時は外羽もやってぎていさしに
が庇年にほ揚整偽のためうめられてしよいました。
田尻茫に灼ってきに最訊ぬ嗚（ま、茫のすみにかださリ．車没人閤
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